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恒 心

★
今
年
は
日
本
人
に
と
っ
て
、
半
永
久
的

に
忘
れ
ら
れ
な
い
年
に
な
る
。
3
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
死
者
、
行
方
不
明

者
合
わ
せ
て
約
2
万
人
の
方
々
が
犠
牲
と

な
っ
た
。
あ
れ
か
ら
9
カ
月
以
上
の
月
日

が
経
つ
。
春
の
桜
、
暑
い
夏
、
紅
葉
の
秋
も
過
ぎ
て
、

再
び
寒
い
冬
を
迎
え
る
。
そ
し
て
ま
も
な
く
新
し
い
年

を
迎
え
る
。
★
発
災
以
来
、
国
の
方
も
復
旧
、
復
興
に

全
力
で
取
り
組
む
た
め
、
第
1
次
か
ら
3
次
の
補
正
予

算
を
組
ん
だ
が
、
政
権
の
担
当
能
力
の
な
さ
と
、
地
方

自
治
体
の
技
術
者
の
不
足
で
執
行
出
来
ず
、
補
正
予
算

の
多
く
が
復
興
事
業
に
使
わ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

あ
る
。
地
元
か
ら
は
不
平
不
満
の
声
が
挙
が
っ
て
い

る
。
★
震
災
直
後
、
日
本
全
国
か
ら
多
く
の
寄
付
金
が

寄
せ
ら
れ
た
。
外
国
か
ら
も
台
湾
政
府
の
200
億
円
を
筆

頭
に
多
額
の
義
援
金
が
集
ま
っ
た
。
支
給
方
法
が
遅
い

と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
が
、
充
分
で
は
な
い
が
被
災
者

の
手
に
渡
っ
て
い
る
。
★
震
災
直
後
は
、
全
て
を
失
っ

た
が
、
命
だ
け
で
も
助
か
っ
て
良
か
っ
た
。
各
方
面
か

ら
の
援
助
は
有
難
い
、
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
だ
と
生

き
て
い
る
喜
び
を
実
感
し
て
い
た
。
だ
が
人
間
と
は
弱

い
者
で
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
そ
れ
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
、
有
難
味
、
感
謝
の
気
持
ち
も
薄
ら
い
で
く

る
。
★
今
、
被
災
地
で
は
援
助
慣
れ
し
て
、
勤
労
意
欲

が
な
く
な
り
、
朝
か
ら
パ
チ
ン
コ
店
が
賑
い
、
飲
み
屋

も
繁
盛
し
て
い
る
ら
し
い
。
そ
ん
な
現
象
が
起
き
て
い

る
と
す
れ
ば
、
人
の
善
意
を
無
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、

嘆
か
わ
し
い
。
政
府
は
各
自
治
体
と
連
携
し
、
一
日
も

早
く
、
復
興
事
業
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
復
興

建
設
の
槌
音
が
聞
こ
え
て
く
れ
ば
、
雇
用
も
増
え
、
自

ら
の
力
で
生
き
抜
こ
う
と
す
る
意
欲
も
湧
い
て
く
る
だ

ろ
う
。

第
179
回
国
会
は
12
月
9
日
、
51
日
間
の
会
期
を
終
え
た
。
今
国
会
は
、

国
家
的
な
危
機
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
民
党
は
出
来
る
限
り
知
恵
を

出
し
、
政
府
与
党
に
協
力
を
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
よ
う
や
く
補
正

予
算
の
成
立
、
復
興
庁
の
創
設
が
実
現
し
た
。
9
月
に
誕
生
し
た
野
田

内
閣
は
、
鳩
山
、
菅
内
閣
よ
り
も
少
し
は
ま
し
な
内
閣
で
は
な
い
か
と

期
待
さ
れ
た
が
、
内
閣
に
は
国
を
担
う
能
力
も
責
任
感
も
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
も
こ
の
間
、
一
川
防
衛
大
臣
、
山
岡
国
家
公

安
委
員
長
の
国
務
大
臣
と
し
て
の
適
格
性
に
欠
け
る
事
案
が
次
々
と
明

ら
か
に
な
っ
た
。
自
民
党
は
、「
自
民
党
・
無
所
属
の
会
・
公
明
党
の
共

同
提
案
」
で
、
2
大
臣
に
対
す
る
問
責
決
議
案
を
参
議
院
に
提
出
し
た
。

野
党
も
今
の
野
田
内
閣
で
は
駄
目
だ
と
い
う
認
識
で
一
致
、
決
議
案
は

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
2
人
の
大
臣
は
辞
任
を
拒
否
、

野
田
首
相
も
更
迭
し
な
い
方
針
で
あ
る
。
来
年
は
、
通
常
国
会
冒
頭
か

ら
波
乱
が
予
想
さ
れ
、
解
散
・
総
選
挙
の
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
き
た
。

辞
任
し
な
い
と
開
き
直
る
両
大
臣

参議院本会議で問責決議案の提案説明をする二ノ湯議員
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自民党文部科学部会
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二
ノ
湯
、
島
尻
議
員
が

　
　
問
責
決
議
の
提
案
説
明

辞
任
必
要
な
し
と
か
ば
う
民
主
党

新春招福バスツアー第25回　伊勢神宮初詣
◇旅 行 日　平成24年1月9日（月・祝）

◇昼食場所　鳥羽『戸田家』
◇会　　費　8,000円

二ノ湯さとし後援会

TEL(075)315-2228
FAX(075)315-2310

◇申込先　後援会役員または
二ノ湯さとし京都事務所まで

参議院議員

臨
時
国
会
の
最
終
日
に
あ
た
る
12
月
9
日
、

自
民
党
・
無
所
属
の
会
、
公
明
党
の
共
同
提
案

に
よ
る
山
岡
国
家
公
安
委
員
長
、
一
川
防
衛
大

臣
の
問
責
決
議
案
が
全
野
党
の
賛
成
で
可
決
さ

れ
た
。（
但
し
、
山
岡
大
臣
に
は
社
民
党
は
欠

席
）山
岡
国
務
大
臣
に
対
す
る
問
責
決
議
案
の

提
案
理
由
は
二
ノ
湯
議
員
、
一
川
大
臣
に
は
島

尻
安
伊
子
議
員（
沖
縄
県
選
出
）が
行
っ
た
。、
山

岡
氏
は
こ
ん
な
人
が
な
ぜ
国
家
公
安
委
員
長
、

消
費
者
担
当
大
臣
で
い
る
の
か
、
も
っ
と
も
ふ

さ
わ
し
く
な
い
人
が
大
臣
に
座
っ
て
い
る
と
い

う
批
判
が
多
い
。
一
川
氏
は
防
衛
大
臣
と
し
て

の
資
質
、
能
力
が
問
わ
れ
た
。
問
責
決
議
案
は

法
的
拘
束
力
は
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、
政
治
的

な
意
味
は
大
き
い
。
民
主
党
は
「
山
岡
大
臣
は

マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
、
悪
徳
マ
ル
チ
商
法
に
は

か
か
わ
っ
て
お
ら
ず
、
国
家
公
安
委
員
長
と
し

て
も
真
摯
に
職
務
に
専
念
さ
れ
、
適
材
適
所

の
任
命
で
あ
る
」
と
山
岡
氏
の
立
場
を
か
ば
っ

た
。
一
方
、
一
川
氏
に
つ
い
て
は
、「
経
験
の

豊
か
さ
と
、
高
い
見
識
を
持
ち
、
冷
静
で
、
さ

ら
に
国
民
目
線
で
社
会
を
見
渡
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
防
衛
大
臣
が
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
よ
う
で

は
安
全
保
障
上
非
常
に
不
利
で
、
沖
縄
の
皆
さ

ん
の
信
頼
回
復
を
す
べ
く
、
全
力
で
職
務
に
当

た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
弁
護
し
た
。
だ
が
、

民
主
党
の
主
張
に
は
全
く
説
得
力
が
な
か
っ

た
。
各
紙
の
世
論
調
査
で
も
、
2
人
の
大
臣

は
辞
任
す
べ
き
だ
と
い
う
声
が
、
70
％
以
上
に

な
っ
て
い
る
。
任
命
責
任
者
で
あ
る
野
田
首
相

の
責
任
は
極
め
て
重
く
、
い
つ
ま
で
も
2
人
は

「
適
材
適
所
」だ
と
言
っ
て
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
。

民
主
党
政
権
が
誕
生
し
て
以
来
、
日
教
組
の
強
い
影
響
を
受
け
て
、
改

正
教
育
基
本
法
や
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
く
教
育
再
生
が
危
う
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
自
民
党
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
。
こ
こ
に
来

て
、
自
民
党
が
憂
い
て
い
た
こ
と
が
、
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
。
12
月
9

日
、
自
民
党
文
部
科
学
部
会
で
は
、
1
、「
私
学
災
害
復
旧
助
成
法
案
」、

2
、「
朝
鮮
学
校
無
償
化
」、
3
、「
沖
縄
県
八
重
山
地
区
に
お
け
る
公
民

教
科
書
採
択
」
に
関
し
て
、
民
主
党
の
不
誠
実
な
対
応
に
厳
し
く
抗
議

す
る
決
議
案
を
採
択
し
た
。
決
議
案
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
、「
私
学
災
害
復
旧
助
成
法
案
」

東
日
本
被
災
地
か
ら
の
切
実
な
要
望
を
受
け
て
、
校
舎
の
再
建
に
つ
い

て
、
公
立
学
校
と
同
様
の
補
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
私
立
学
校
が
安
心

し
て
復
旧
に
臨
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
法
律
。
本
法
案
は
参
議
院
先
議

で
、
全
て
の
野
党
の
賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。
民
主
党
は
国
対
委
員
長

名
で
、「
自
民
党
か
ら
の
要
望
を
尊
重
し
、
努
力
し
ま
す
」
と
の
確
認
書

を
提
出
し
た
が
、
財
務
省
の
強
い
反
対
で
法
案
が
成
立
し
な
か
っ
た
。

2
、「
朝
鮮
学
校
無
償
化
」

朝
鮮
学
校
に
つ
い
て
、
一
番
の
問
題
は
、
朝
鮮
総
連
の
不
当
な
支

配
と
、
反
日
的
な
思
想
教
育
で
あ
り
、
各
自
治
体
に
お
い
て
、
朝
鮮

学
校
に
対
す
る
補
助
金
の
見
直
し
や
留
保
が
行
わ
れ
て
い
る
。
国
民

に
も
反
対
意
見
が
多
く
、
あ
え
て
朝
鮮
学
校
を
高
校
無
償
化
の
対
象

に
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
過
ち
と
な

る
。
政
府
・
民
主
党
は
、
直
ち
に
朝
鮮
学
校
の
無
償
化
手
続
き
を
停

止
す
べ
き
で
あ
る
。

3
、「
沖
縄
県
八
重
山
地
区
に
お
け
る
公
民
教
科
書
採
択
」

「
沖
縄
県
八
重
山
採
択
地
区
協
議
会
」
に
お
い
て
、
来
年
度
よ
り
使

用
さ
れ
る
中
学
校
の
公
民
の
教
科
書
に
つ
い
て
、
育
鵬
社
が
選
定
さ

れ
た
。
石
垣
市
と
与
那
国
町
は
選
定
結
果
通
り
に
育
鵬
社
を
採
択
し

た
が
、
竹
富
町
が
別
の
教
科
書
を
採
択
し
、
法
律
違
反
の
状
態
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
日
ま
で
混
乱
が
続
い
た
。
文
部
科
学
省
は
教
科
書

採
択
制
度
を
守
る
た
め
に
、
法
に
従
っ
て
竹
富
町
教
育
委
員
会
が
教

科
書
を
採
択
す
る
よ
う
指
導
力
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
わ
が
党
は
国
会
で
の
委
員
会
審
議

を
再
三
に
わ
た
り
求
め
た
が
、
民
主
党
は
、
直
近
の
2
回
の
臨
時
国

会
に
お
い
て
、
1
度
も
一
般
質
疑
を
行
う
こ
と
な
く
国
会
を
閉
会
さ

せ
た
。
実
に
不
誠
実
で
、
無
責
任
な
対
応
で
あ
る
。

民
主
党
政
権
の
教
育
重
要
分
野
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
不
誠
実
な
対
応
に

厳
し
く
抗
議
す
る
決
議
案
を
採
択
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自
民
党
本
部
、
門
川
氏
を
推
薦

門
川
市
長
再
選
出
馬
を
表
明

　
　
　
　
候
補
者
、
前
回
と
同
じ
顔
ぶ
れ

─
心
配
な
関
心
の
低
さ

─

秋
ご
ろ
か
ら
再
選
へ
の
意
欲
を
示
し
て
い

た
門
川
大
作
京
都
市
長
は
10
日
、
記
者
会
見

を
行
い
、
来
年
1
月
22
日
告
示
、
2
月
5
日

投
票
の
京
都
市
長
選
挙
に
正
式
に
立
候
補
す

る
こ
と
を
表
明
し
た
。
従
来
は
市
会
本
会
議

場
で
、
与
党
第
一
党
の
議
員
の
質
問
に
答
え

る
形
で
の
出
馬
表
明
が
慣
例
と
な
っ
て
い

た
。
た
だ
地
方
議
会
は
有
権
者
の
直
接
投
票

で
選
ば
れ
る
議
会
、
首
長
の
2
元
代
表
制
で

あ
る
。
与
党
の
議
員
が
市
長
に
出
馬
を
催
促

す
れ
ば
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
市
長
と
議
会
の
緊
張

関
係
が
な
く
な
り
、
議
会
の
監
視
機
能
、
審

議
機
能
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
。
今
回
の
選

挙
か
ら
出
馬
の
表
明
方
法
を
改
革
し
て
は
ど

う
か
と
い
う
意
見
が
強
く
出
て
い
た
。
そ
の

意
味
で
は
、
今
回
の
門
川
市
長
の
出
馬
表
明

は
新
し
い
ス
タ
イ
ル
と
し
て
大
い
に
評
価
が

出
来
る
。
前
回
の
市
長
選
挙
は
門
川
、
中

村
、
そ
し
て
村
山
の
3
氏
の
戦
い
で
、
市
民

の
関
心
も
高
か
っ
た
。
し
か
し
今
回
、
注
目

さ
れ
て
い
た
大
阪
維
新
の
会
は
京
都
市
長
選

に
は
関
与
せ
ず
と
の
方
針
を
決
め
た
。
お
そ

ら
く
、
与
党
3
派
と
共
産
の
2
極
選
挙
と
な

り
、
市
民
の
関
心
も
今
一
つ
、
投
票
率
が
非

常
に
低
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

る
。
前
回
、
薄
氷
を
踏
む
思
い
の
選
挙
結
果

で
あ
っ
た
だ
け
に
、
門
川
陣
営
と
し
て
は
寄

り
合
い
所
帯
の
脆
さ
を
引
き
締
め
、
各
党
の

結
束
を
固
め
る
こ
と
に
全
力
を
傾
注
す
る
必

要
が
あ
る
。

自
民
党
京
都
市
会
議
員
団
は
か
ね
て
よ

り
、
与
党
3
派
間
で
門
川
市
長
の
再
選
に
向

け
て
話
し
あ
い
を
続
け
て
い
た
。
自
民
党
京

都
府
蓮
で
は
市
議
団
の
意
向
を
受
け
て
11
月

21
日
、
選
挙
対
策
委
員
会
を
開
き
、
門
川
市

長
を
自
民
党
推
薦
候
補
と
す
る
よ
う
に
、
党

本
部
に
要
請
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
自
民
党

本
部
で
は
、
13
日
持
ち
回
り
の
選
挙
対
策
常

任
委
員
会（
河
村
建
夫
委
員
長
）で
門
川
市
長

の
推
薦
を
決
め
た
。

20
日
に
、
二
ノ
湯
府
連
会
長
が
門
川
市

長
に
代
わ
っ
て
、
谷
垣
総
裁
よ
り
推
薦
状
を

受
け
取
っ
た
。

〒616-8167　
京都市右京区太秦多薮町44-1
TEL 075-862-1355　
FAX 075-862-1350

ご好評いただき、
ありがとうございます。
なお、購入を希望されます方は、
是非ご連絡ください。

定価　1,400円

お
問
合
せ
先

京都府議会議員
二ノ湯しんじ事務所

（総合法令出版）

「未来の京都をつくる会」
事務所完成

「未来の京都をつくる会」総決起大会

「未来の京都をつくる会」事務所開き

〒600-8412　京都市下京区烏丸通仏光寺上る二帖半敷町647
電話　075-352-9500　FAX　075-352-9505

期日：平成24年1月7日㈯　午後1時30分
場所：「未来の京都をつくる会」

期日：平成24年1月15日㈰　午後3時
場所：京都会館第一ホール
　　　　（京都市左京区岡崎）

門川市長を支援する確認団体である「未来の
京都をつくる会」の活動拠点である事務所が完
成した。新しい事務所は四条烏丸下るで、烏丸
京都ホテルの北側。交通の便は良く、しかも大
きいビルで、事務所スペースもゆったりしてい
る。駐車場も完備で選挙事務所としては最高の
場所、設備である。

〈「未来の京都をつくる会」事務所所在地〉
烏丸通

四条通

綾小路通

仏光寺通

四条烏丸

五条警察署

地下鉄及び阪急出入口地下鉄及び阪急出入口

市バス「四条烏丸」

N

地下鉄4号出入口

※四条烏丸交差点を南へ徒歩約3分西側
※交通機関を御利用の場合、市営地下鉄烏丸線「四条」駅
　阪急電鉄京都線「烏丸」駅下車
　市バス「四条烏丸」バス停下車

未来の京都をつくる会事務所
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1
月
22
日
、
第
79
回
自
民
党
大
会

京
都
か
ら
6
人
が
総
裁
表
彰

一
、
大
阪
市
長
選
挙
、
知
事
選
挙
は
「
大
阪
維

新
の
会
」
の
推
薦
候
補
が
圧
倒
的
な
勝
利
を
収

め
た
。
都
構
想
の
実
現
、
二
重
行
政
の
解
消
な

ど
の
公
約
が
有
権
者
に
ど
こ
ま
で
理
解
さ
れ
た

か
わ
か
ら
な
い
が
、
動
か
な
い
国
政
に
対
す
る

漠
然
と
し
た
不
満
の
表
れ
か
も
知
れ
な
い
。

一
、
ア
テ
ネ
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル

を
連
続
で
獲
得
し
た
柔
道
の
内
柴
選
手
が
教
え

子
に
強
姦
し
た
と
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
熊

本
県
の
名
誉
県
民
の
称
号
も
は
く
奪
さ
れ
た
。

大
学
の
教
授
の
地
位
も
失
っ
た
。
天
国
か
ら
地

獄
へ
一
瞬
の
う
ち
に
墜
ち
て
し
ま
っ
た
。

一
、
年
末
に
な
る
と
多
く
の
喪
中
の
葉
書
を
い

た
だ
く
。
葉
書
を
見
て
大
変
親
し
い
人
、
お
世

話
に
な
っ
た
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
初
め
て

知
る
。
最
近
は
身
内
だ
け
の
家
族
葬
、
親
族
葬

が
多
い
の
で
仕
方
が
な
い
が
、
お
参
り
も
せ
ず
、

申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
る
。

一
、
知
人
か
ら
食
事
に
誘
わ
れ
て
久
し
ぶ
り
に

夫
婦
で
祇
園
に
出
か
け
た
。
余
り
に
も
閑
散
と

し
た
祇
園
町
の
様
子
に
吃
驚
し
た
。
か
っ
て
の

祇
園
は
12
月
と
も
な
れ
ば
、
人
、
人
、
人
で
ご
っ

た
返
し
て
い
た
。
不
景
気
の
せ
い
な
の
か
世
の

中
が
変
わ
っ
た
の
か
。

一
、
府
議
の
息
子
が
本
を
出
版
し
た
。
3000
部
が

損
益
分
岐
点
と
の
こ
と
。
先
日
京
都
駅
八
条
口

ア
バ
ン
テ
ィ
の
本
屋
を
覗
い
た
ら
、
息
子
の
本

が
並
べ
て
あ
っ
た
の
で
、
親
馬
鹿
で
一
冊
求
め

た
。
書
店
で
取
り
扱
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
だ
け

で
も
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。

二
ノ
湯
事
務
所
の新し

い
体
制

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活
動をご支援いただける会員を募集してお
ります。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主

張にご賛同いただき、ご入会下さいま
すようお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

第
79
回
党
大
会
が
、
平
成
24
年
1
月
22
日
に

開
催
さ
れ
る
。
大
会
に
お
い
て
、
各
分
野
で
党

に
対
し
て
貢
献
し
た
個
人
、
団
体
に
、
総
裁
よ

り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
る
。
京
都
府
関
係
の
表

彰
の
種
別
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
優
秀
党
員
、
二
、
優
秀
党
組
織
、
三
、

友
好
団
体
、
四
、
党
へ
の
協
力
者

二
ノ
湯
参
議
院
議
員
の
当
選
直
後
か
ら
7
年

半
の
間
、
東
京
の
参
議
院
会
館
で
、
多
く
の
人

か
ら
好
感
を
持
た
れ
、
頑
張
っ
て
働
い
て
い
た

秘
書
の
山
田
真
菜
さ
ん
が
、
こ
の
度
結
婚
す

る
こ
と
に
な
り
、
12
月
末
で
退
職
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
後
任
に
佐
藤
愛
さ
ん（
山
口

県
宇
部
出
身
）が
事
務
所
で
働
く
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
京
都
事
務
所
で
は
6
人
か
ら
3
人

に
な
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
前
木
津
川
市
議
の
梶

田
和
義
氏
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秘
書
と
し
て
、
主

に
南
部
方
面
を
担
当
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
最
近
大
学
時
代
の
友
人
に
会
う
と
、「
体

を
持
て
余
し
て
い
る
人
が
多
い
。
報
酬
な
ど
期

待
せ
ず
に
何
か
社
会
に
貢
献
し
た
い
人
が
一
杯

い
る
。
そ
ん
な
人
に
二
ノ
湯
君
、
秘
書
と
し
て

手
伝
っ
て
貰
え
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
。
古
い
付
き
合
い
の
梶
田
氏
は
き
っ
と
期
待

に
応
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい

年間購読料　1,200円
郵便振替口座　01000-4-62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

「日本真生塾」　第16回例会のお知らせ

平成24年1月30日㈪　18時～21時

（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）
場所：龍谷大学アバンティ響都ホール

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：近藤）

★今後のテーマは「戦後の日本」について進めてまいります。

TEL：050－7544－4018
メール：nihonsinseijuku＠yahoo.co.jp

内容・年会費など詳しくはホームページをご覧ください。日本真生塾 で検索。　

日本真生塾　塾長　岡本幸治

枠 対象者 所属支部

第一選挙区
支　部

田
た

中
なか

セツ子
こ

党歴22年　南区吉祥院
南支部

第二選挙区
支　部

巻
まき

野
の

　　渡
わたる

党歴34年　左京区浄土寺
左京支部

第三選挙区
支　部

中
なか

島
じま

　隆
りゅう

二
じ

党歴34年　伏見区東浜南町
伏見支部

第四選挙区
支　部

齋
さい

藤
とう

　兼
けん

治
じ

党歴31年　西京区大原野
西京支部

第五選挙区
支　部

鹿
かな

子
こ

木
ぎ

旦
とき

夫
お

党歴25年　綾部市田野町
綾部支部

第六選挙区
支　部

樋
ひ

口
ぐち

　朝
あさ

子
こ

党歴30年　城陽市寺田
城陽支部

参議院選挙区
第三支部

高
たか

橋
はし

　正
まさ

博
ひろ

党歴22年　南区久世
南支部

参議院選挙区
第四支部

家
いえ

元
もと

　丈
たけ

夫
お

党歴21年　福知山市天田
福知山支部

支部名 代表者

宮 津 支 部 支部長
多賀久雄

団体名 代表者 所在地

京都府林業
政治連盟

委員長
梅原久弘 中京区

協力者氏名

富
とみ

田
た

泰
やす

溥
ひろ

1、優秀党員（党員功労者）　8名
第79回党大会　総裁表彰者（団体）の選考

2、優秀党組織　1支部 3、友好団体　1組織

4、協力者　1名


